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アウェアホームのためのアウェア技術の開発研究 
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あらまし  文部科学省知的クラスター創成事業金沢地域における 5ヵ年プロジェクト「アウェアホームのためのア

ウェア技術の開発研究」における４年目（平成 19 年度）の研究開発の現状と課題について述べる。グループホーム

の介護者の負担軽減を目的とし、そこに入居する認知症高齢者のため“見守り”介護支援システムの研究開発が前

進した。またスリッパで入居者の室内位置を知るＲＦＩＤマットシステムなどの研究が進展した。 
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1. はじめに  
1.1. 知的クラスター・プロジェクトとは 

知的クラスター創成事業金沢地域「石川ハ

イテク・センシング・クラスター構想」（文献

[1]）は、平成１６年度から平成２０年度まで

続く文部科学省の国家プロジェクトである。

「早期痴呆診断支援技術の開発・予防型社会

システムの構築を目指して」という副題が付

いているように、主として認知症高齢者に対

するハイテクセンサの研究成果を結集し、石

川県に知的クラスターを育成しようというプ

ロジェクトである。プロジェクト全体の研究

総括は金沢工業大学の鈴木良次教授である。

プロジェクトの全体目標は認知症の発見、予

防・治療、介護のためのシステム作りおよび

それに関連する知的クラスター形成である。

事務局は石川県産業創出支援機構におかれて

いる。  
石川県の「知的クラスター創成事業」は石

川県内６グループからなっており、第一著者

の立場はそのうちの一つである「アウェアホ

ーム実現のためのアウェア技術の開発研究」

の研究代表者 (文献 [1])である。我々のグルー

プは（アルツハイマー患者、痴呆性老人を含

む）認知症高齢者の人、その家族、介護者の

ためのシステムを、ハイテクセンサ技術とア

ウェア技術によって構築することである。  
1.2. アウェアホーム・グループについて 

アウェアホーム・グループは北陸先端科学

技術大学院大学、石川県工業試験場、富士通

北陸システムズ、東京農工大学のメンバから

なっている。主力メンバは本学知識科学研究

科および知識科学教育研究センターの教官、

大学院生である。  
グループ内テーマは 2 カテゴリに分かれて

主として 4 グループが実質的にプロジェクト

を推進している。  

 



 

図 1 研究グループの構成  
 

(1)グループホームでの介護問題解決方法

論の研究と入居者・介護者の行動モデルの構

築：グループホーム内認知症高齢者の様子を

介護者が理解する過程を支援する方法論の研

究とグループホームの入居者・介護者の行動

モデルの構築に関する研究を行う。  
(2)グループホームでの介護支援システム

の構築：位置情報アウェアネスを利用した支

援システムの研究と介護支援アウェア・グル

ープウェアの研究開発を行う。  
 
2. グループホームとアウェアネス  
2.1 グループホーム  
 グループホームとは介護保険制度（平成 12
年 4 月）の発足とともに登場した新しい介護

サービスである。１ユニット９名以内の少人

数の認知症高齢者が専門スタッフである数名

の介護者に見守られながら共同で暮らす家で

ある。小規模な居住空間、住み慣れた地域、

なじみの人間関係、安心で家庭的な雰囲気の

中で、専門的ケアを受け、人格を尊重した個

別生活を支援する。その結果、認知症（痴呆）

の進行を防ぐ効果があることが北欧で知られ、

日本でも導入されるようになってきた。日本

全体でのグループホームは急激に伸びており、

石川県内でも 137 事業者（平成 20 年 1 月現

在）が開設されている。  

図 2 グループホーム「とまり木」の建物平図  
 

我々のグループの特徴はメンバにグルー

プホーム「とまり木」「あおぞら」の経営者（高

塚理事長）が博士後期課程学生として加わっ

ていることである。学内実験的居住施設アウ

ェアリウム [15,16,17]で実装した各種試作装

置の一部を、実際に運用しているグループホ

ーム [11]に持ち込み試用実験できることであ

る。  

2.2 アウェアネス 
脳科学者によって「意識、アウェアネス、

覚醒」の３階層モデルが提唱されている。ア

ウ ェ ア ネ ス (Awareness) と い う 概 念 ( 文 献

[2,3])は、人間の意識 (Consciousness)・無意

識 (Unconsciousness)階層からすると、無意識

部分の上位階層に位置する。その下位階層に

位置するのが覚醒 (Awaking)である。すなわ

ちアウェアネスは「意識」の直下にある、気

付いている（アウェアしている）けれど意識

上にはあがっていない人間の鋭い認知能力の

総体である。人間は「示されると分かる」、「見

せられると分かる」、「聞かされると分かる」

再認の能力を持っている。この能力が創造の

源であり、ロゴスでなくパトスの、言語でな

くパターンの、理念でなく情念の「海」とで

もいうべき無意識階層である。ハイテクセン

サ技術で検出したアナログ情報の一部を、デ

ジタル情報に変換し、コンピュータによる各

種支援システムに統合しようという研究

[4,5,8]の応用研究である。  
2.3 アウェアネスと創造性  

創造の源泉である暗黙知を解明するヒント

がアウェアネスに隠されている。経験知ある

 



 

いは身体知の豊かな創造者はこの気づき（ア

ウェアネス）の能力の達人で、他の凡人なら

たゆまぬ努力を必要とすることを、たゆまぬ

訓練によって、無意識的にできる人々である。 
ユビキタス技術やハイテクセンサ技術を駆

使し、暗黙知の一部であるアウェアネス (再認

知・再学習知や形態知とも呼ばれる ) (文献

[2])を再現できるようにする。それにより（認

知症を含む）人々の潜在意識に知的刺激を与

え、潜在能力開発を含む知的触発を誘導する。

すなわち個々人の創造性を換気し、能力開発

に寄与することができる。  
 

3. 研究事例紹介  
3.1 グループホームにおけるケアサービス  
 グループホームにおけるケアサービスには、

ケアマネジメント、暮らし支援、地域での生

活支援、家族との交流支援が考えられる。一

番大事なのは、認知症入居者と介護者の生活

の質 (QOL:Quality Of Life)をいかに維持す

るかである。例えば入居者にとって、安全性

の確保や生活の質の向上、痴呆の進行を緩や

かに抑制することが必要である。介護者にと

って、入居者の自立を見守る介護、精神的余

裕によって可能な迅速な対応、介護者同士の

カンファレンス支援が必要である。また入居

者の家族にとっては、入居者との交流維持、

密室の介護の回避支援が必要である。  
 以下、今年度までに達成できた主要成果を

列記する。  

図 3 実現可能なケアサービス  
3.2 入居者向けサービス  
 入居者向けサービスとして、安全性の確保と

生活の質の向上を試みる。例えば、各種セン

サーやカメラを活用した入居者の状況報知シ

ステムを構築し、問題行動の回避と予防を試

みる。  
別の入居者向けサービスとして、痴呆の進

行を緩やかに抑制する手だてである回想法

[10]の導入を考えている。回想法は動画でな

く紙芝居方式の提供の方がいいことを確認し

た。  
これらの機能は全て次の介護者へのフィー

ドバック機能と連動している。  
3.3 介護者向けサービス  
 介護者向けサービス (1)として、入居者の自

立を“見守る”介護支援を考える。入居者の

共用空間の行動をカメラ録画し、介護者に行

動記録を配信するシステム [9]を構築した。  
 介護者向けサービス (2)として、入居者の位

置情報の介護者へのフィードバック機能の研

究を行った。超音波・無線センサーによるモ

ノ探し支援システム [6]の構築や危険物回避

指示システムを構築した。入居者の徘徊時の

位置情報サービスの精度の向上については、

中田らの報告 [14]を参照されたい。  
 介護者向けサービス (3)として、入居者が問

題行動を起こす可能性のある場所に薄いマッ

トを敷設し、RFID スリッパを履いた入居者

の行動を介護者に通知するシステムも実装し

た。これについては三浦らの報告 [13]を参照

されたい。  
3.4 家族向けサービス  
 入居者の家族向けサービスとして、入居者の

昼食後の挙動を携帯電話連携で家族に配信す

るサービスを提供できる。２４時間体制のビ

デオ録画と異なり、プライバシー侵害を避け

るためである。この機能一つで家族は随分安

心できる。  
3.5 地域連携サービス  
 地域連携サービスとして、徘徊癖のある入居

者が玄関から出た際、近隣の住民への通知機

能の提供が考えられる。見守り介護支援シス

テムに玄関から出る際のスナップショットを

自動撮影する機能を実装し、それを地域住民

にお知らせする方策が考えられる。  
また本格的地域連携システムとして、能美

市と JAIST との協力で、認知症高齢者を中心

とする価値観創造のための社会システムの構

築を試みている。これについては山崎らの報

告 [12]を参照されたい。  
 

 



 

4. 開発中システムの概要紹介  
4.1 認知症高齢者の介護支援方補論の構築  

グループホームで認知症高齢者を介護する

方々を対象として見守りを支援するシステム

を開発してきた。見守り支援システムを運用

した結果、熟練介護者は積極的にシステムを

利用するが、経験の浅い介護者はあまり利用

しないことがわかった[11]。このことは見守

り支援システムを活用するには介護スキルが

必要であることを示している。そこで介護ス

キルの獲得を支援するため、映像を使って介

護教育や引継ができる仕組みを整えている。

将来的には見守り支援システムと連係させる

が、介護の様子を録画することに対しては介

護者の抵抗感も強く、理解を得て映像を撮り

貯めていくには長期的取り組みが必要である。

また映像の質や分類方法、記述内容など検討

すべき事項も多い。 

 認知症高齢者の介護では「その人らしさ

（Personhood)」の尊重が重視されているが、

「その人らしさ」へのアプローチは確立され

ていない。熟練介護者が認知症高齢者の気持

ちをどう理解しているかが、「その人らしさ」

アプローチへの手がかりになると考える。 

 1970 年代には系統だった認知症介護の方

法論が全く存在しなかったが、1980 年代には

介護技術としてボディーメカニックスの考え

方が確立された。スキルというと、一般には

介護の身体技術とみなされるが、近年－－特

に WHO が ICF （International 

Classification of Functioning:国際生活分

類）を採択した 2001 年以降－－は、介護の医

学モデルと社会モデルの調和が課題であり、

要介護者の主観性（気持ち）に迫るスキルが

必要となってきた。 

「その人らしさ」へアプローチするには、

豊富な経験と的確な洞察力を持った介護者の

アブダクションが必須である。熟練介護者は

アブダクション→ディダクション→インダク

ションという過程を何度も繰り返すことで、

効率的に「その人らしさ」にアプローチして

いる。認知症高齢者の「その人らしさへの効

率的なアプローチ」を支援するツールとして

本システムは有効に機能すると考える。 

 

 

図 4 介護スキル習得支援システムの画面 

 
4.2 RFID マット [13] 

「その人らしさ」を重視した介護を行うう

えでは、入居者である認知症高齢者の個人特

性を知ることが必要である。グループホーム

は小規模な施設であることにより個人に即し

た介護を行いやすいといえるが、反面、介護

者の人数が限られているため特に夜間におけ

る負担は大きく、「その人らしさ」を十分に考

慮しづらい点も併せ持っている。  
そこで、グループホーム内における認知症

高齢者の個人の行動履歴を記録し、それを利

用することによって、より「その人らしさ」

を重視した介護を行えるようにすることを目

的として、RFID 技術を応用し、スリッパに

取り付けたタグをマット状のリーダで読み込

むことにより、入居者がいつ、どこに居たか

を自然に、かつ長期的に記録するシステムを

開発した。  
昨年の 11 月に能美市のグループホームに

21 台のリーダ導入が完了し、現在実証実験を

行っている（図 5）。記録されたデータから、

介護者に提供して有効性の高い情報を生成す

るための検討を行っている。また、データを

分析するためのワークベンチとなる行動履歴

（ログ）視覚化システム（図 6）、合成音声に

よって現在の状況を介護者に逐次伝える機能

や、行動の量をグラフ化して提示する機能を

実装している。これらの機能を今後さらに発

展改良していくことにより、入居者の個人的

かつゆるやかで長期的な変化で、介護者が気

づきにくい部分に気づくことができ、対応策

を講じるといったことが可能になると考えて

いる。   

 



 

図 5 グループホーム廊下への RFID マット

の導入  

 
図 6 行動ログを時系列表示するビューア  
 
4.3 位置情報サービス [6] 
 認知症高齢者は、最近の記憶である「近時

記憶」が衰えやすいと言われている。そのた

めに一般の高齢者よりも、つい今しがた使用

していた物を紛失してしまうことが多くある。

このような屋内での紛失物捜しには、予め音

の鳴る小さな機器（タグと呼ぶ）を頻繁に使

用するものや、紛失しては困るものなどに付

けておき、捜すときにはどこかの特定の場所

に固定された装置のボタンを押して、タグか

ら音を発生させ、その音を頼りに捜し物をす

るというツールが販売されている。このよう

なツールは、「音」によって位置を通知するシ

ステムといえる。一方、我々が提案する捜し

物発見支援システムは、「光」を頼りに捜し物

を発見する [6,7]。高齢者は聴覚が衰えやすい

ため、視覚による位置の通知は、聴覚を使う

ものよりも使いやすいシステムになっている。

しかし位置を光で通知するために、従来のシ

ステムでは数多くのセンサーを環境に設置す

る必要があった。図 7 の上部に従来の捜し物

発見支援システムのセンサー構成を示す。天

井に超音波と電波（Active RFID）を受信す

るセンサーを配置している。予め多くのセン

サーを設置しておく必要があるため、導入コ

ストが大きいことが、本システムの課題であ

った。  
 そこで、簡易版の捜し物発見支援システム

を開発した。そのセンサー構成を図７の下部

に示す。位置を通知するために使用する光を

照射するムービングライトと、位置を検出す

るセンサーを一体型にしたことにより、従来

は天井に設置の必要があった数多くのセンサ

ーを必要としない構成となった。  

 
図 7 簡易版  捜し物発見支援システムのセン

サー構成  

 



 

 

 
図 8 簡易版  捜し物発見支援システム  

 
 この簡易版捜し物支援システムは、図 8 の

ように使用する。ユーザは、コントローラ機

器の捜したい物に対応するボタンを押す。コ

ントローラは紛失しないように、屋内の特定

の場所に備え付けるようにしてもよい。コン

トローラから発する電波をタグが受信して、

タグが可聴音を発生する。その音をムービン

グライトに取り付けたマイクロフォンで取得

して、その方向に光を照射する。使用するユ

ーザはタグが発する音と、ムービングライト

の光の 2 つによって捜し物の場所を知ること

ができるようになる。  
 この簡易版捜し物発見支援システムの構成

は、コントローラとムービングライト、マイ

クロフォンを一体としたシステムにすること

により、さらに簡素化を進めることができる。

機器構成がより簡素化されれば導入コストが

下がり、利用しやすいシステムになると期待

される。  
 
4.4 見守り介護支援システム  
 カメラ映像による見守りをベースに、ＵＨ

Ｆ帯ＩＣタグの位置検出と連携し、図 9 に見

られるような介護者を支援するシステムを研

究開発 [9]した。ＩＣタグの中に埋込まれた情

報から、入居者の識別や位置をディスプレイ

に表示させ、介護者から直接見えない場所で

も、入居者の行動把握が可能となり、介護者

の作業負担を減らすことを実現した。  
さらに、ディスプレイに表示された入居者

のマークを押すと、カメラ映像に切り替わり、

介護者は目視で離れた場所にいる入居者の行

動を見守ることができる。また、認知症で問

題となっている徘徊に対して、徘徊癖のある

入居者が玄関を通過すると、ディスプレイに

通知すると共にアラームを鳴らし介護者に徘

徊の事態を認識させる。同時に、カメラ映像

を表示し、スナップショットの保存までを自

動的に行う。この保存された画像は、外出し

た認知症の入居者を捜す有効な手段となり、

ここでも、介護者の負担を軽減することを実

現している。  
  このシステムは、実際のグループホームに

導入して実証実験中 (図 10)であり、今後は検

知の精度を上げるなど、実用化に向けて信頼

性を高めるための改良を行う。また、検知部

分で、ＵＨＦ帯ＩＣタグ以外の  4.2 RFID マ

ットでの検知などと組み合わせて、より複合

的なデータを取得して蓄積可能とし、将来的

にはこれらのデータから、検知から予防に向

けたシステムの開発に展開する計画を立てて

いる。  
 

 
図 9 実験用協調介護支援システム 

 

 
5. おわりに  

本プロジェクトのねらいはハイテクセンサ

ーを用い、何らかのアウェア情報をブロード

バンド通信で配信し、お互いの潜在的アウェ

ア能力を駆使し、安心・安全な予防型社会を

構築できるアウェアホームを建設しようとい

うものである。その構想は遠大であるが、知

識創造支援技術あるいは発想支援技術 [2]の
副産物で生まれたアウェア技術 [2,3,4,5,8]の

 



 

応用可能世界 [18,19,20,21,22]は日夜拡大中

である。  
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図 10 グループホームでの実証実験  
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